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臨床研修指定病院図書館（室）の蔵書構築
一蔵害構築研究班１年目の報告一

Ｉ．はじめに

2004年に必修化された新医師臨床研修制度

(以下、新制度）は導入から３年経ち、2006年

春には最初の研修修了者が誕生したこと、当協

議会では加盟機関の８割以上が臨床研修病院の

指定を受けていることから、蔵書構築研究班で

は病院図書館（室）（以下、病院図書館）の蔵

書をより充実させるという視点で新制度を調査

しました。

病院図書館とかかわりのある点を紹介し、次

に臨床研修病院の指定を受けている会員図書館

へ行ったアンケート調査の結果を報告します。

参考情報として蔵書構築に関する文献や、イン

ターネット上で図書の購入情報を公開している

機関のＵＲＬを挙げました。

Ⅱ、研究のきっかけ

病院図書館において図書館担当者は資料の選

択にその専門性を発揮できているだろうか？と

いう疑問が、研究を始めるきっかけとなりまし

た。

病院図書館の資料は主に医学書や看護学書で

あり、資料の専門性を考えると図書館担当者が

選書にかかわることはたやすいことではありま

せん。しかし資料を知らないまま、リクエスト

される資料だけを購入していては、必要な資料

がそろっているかどうか図書館担当者自身が判

断することは困難になります。

病院の規模や診療科目といった特性や利用者
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層のニーズをつかみ、図書館担当者自らの力で

選書を行い、適切な蔵書構築を実現するために

は、その核となる基本図書の整備と継続的な更

新が課題であると考えました。

基本図書の整備を検討するにあたり、基本図

書を必要とする研修医と新制度をひとつの判断

基準としました。

Ⅲ、病院図書館をとりまく環境の変化')･２)･３）

１．新制度について

新制度では、基本研修科目〔内科６カ月、外

科および救急(麻酔科を含む）６ヵ月の３分野〕

と必修研修科目〔小児科、産婦人科、精神科、

地域保健・医療（それぞれ１ヵ月以上）の４分

野〕、これらに選択研修を加えて２年間をロー

テーション研修することになっています。

研修プログラムの概要を知ることで、新制度

の目標を理解でき、また自分の所属する病院の

特徴も把握できて、資料選定時の参考になりま

す。

２．病院図書館とかかわる部分

新制度が2004年に必修化されたことで、臨床

研修病院指定基準を含む制度が見直され、厚生

労働省の定める指定基準を備えることが原則に

なりました。その基準と、指定を受けている病

院の図書館について知ることは、図書館に求め

られている役割を知ることになると考えました。

「医師法第16条の２第１項に規定する臨床研

修に関する省令の施行について」厚生労働省が

各都道府県知事にあてた文書の中で「｢臨床研

修の実施に関し、必要な施設及び設備を有して
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いることｊとは、臨床研修の実施に関し、必要

な施設のほか、臨床研修に必要な図書または雑

誌を有しており、また、原則として、インター

ネットが利用できる環境（Medline等の文献

データベース、教育用コンテンツ等が利用でき

る環境）が整備されていることをいうものであ

ること」イ）と記されています。

また「新医師臨床研修制度における指導ガイ

ドライン」では図普室について「主要な医学雑

誌・教科書は一通りそろえておくことが必要で

ある。可能であればオンラインジャーナルを整

備しておくと、研修医は24時間どこからでも論

文にアクセスできるので便利である」３)と記さ

れています。

いずれにおいても、病院図書館の機能が広義

に解釈されていますが、図書館担当者の専門性

を発揮して情報環境を整備していくことが望ま

しいと思われます。

３．補助金制度について5).６）

新制度では、一学年平均研修医数ごとの「臨

床研修費等補助金｣の基準額が示されています。

制度をよく知ることで予算要求の理由づけもで

き、補助金を図番館にも配分してもらえるよう

働きかけることができると期待します。

マである蔵書構築ガイド作成は早急な課題であ

ると考えます。

■アンケート調査結果

。調査期間：2006年９月22日～10月14日

・調査対象：近畿病院図書室協議会加盟館の臨

床研修指定病院（施設）109施設

・回収率：５４．１％（59施設）

（図１‐５）

臨床研修病院指定により図書館は変わりましたか？
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臨床研修病院指定により予算は変化しましたか？
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Ⅳ、アンケート調査から

現状と問題点を把握するため、臨床研修病院

の指定を受けた会員図書館を対象に郵送による

アンケート調査を行いました。

臨床研修施設に指定されたことにより、「利

用が増えた」「環境が整備された」と８割をこ

える図書館に何らかの変化がありました。図書

予算の変化については何らかの増加があった館

は43％と半数以下になっています。図書館担当

者が医療界の情報を積極的に収集する必要を感

じました。

また図書館担当者が選害にかかわる割合が３

割にしか満たないこと、選書基準や選書ツール

の項目では「なし」の回答がおよそ７割を占め

ているという現状から、わたしたちの研究テー
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選書担当者は？（複数回答可）
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選書基準はありますか？
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参考にしている選書ツールはありますか？
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Ｖ、まとめ

今回は１年目の報告として、新制度の概要と

病院図書館にかかわる項目について確認をしま

した。こうした制度や助成金について図書館担

当者が把握することで、病院図書館の運営に生

かすことができるのではないかと考えていま

す。

今後も研究を継続し、今回のアンケートで得

た会員図書館の現状と、研修会後に寄せられた

要望や質問を元に、まずは臨床研修必修７科目

の基本図書について調査し、資料の選択や評価

の実践を計画しています。

妓終的には病院図書館のための蔵番職築ガイ

ドを作成したいと考えています｡皆様のご意見、

また蔵書構築について興味のある方のご参加を

お待ちしています。
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